


吉平酒店よもやま話 
 お陰様で 2022－2023 年の年またぎウィンターセールが無事終了しました。ほとんど顧客の皆様

ばかりで支えていただいていると実感したと共に、吉平酒店ももっと頑張らないと！と決意を新た

にした年始でした。さて、2023 年に入り SNS 初投稿は吉平酒店には珍しくイタリアワインでした。

特に意図はないのですがせっかくなのでバローロについてご紹介したいと思います。 
 
・Barolo(バローロ)とは？ 
バローロはイタリア・ピエモンテ州の村の名前であると同時に「ワインの王」と称される高級赤

ワインの銘柄です。「ネッビオーロ」というブドウ品種から造られ、イタリアワインの最高峰格付

け D.O.C.G.のバローロを名乗る為には、最低 3 年間の熟成期間が必要(内 2 年間は木樽で熟成する)
で、リゼルヴァは最低 5 年間の熟成期間が必要(内 2 年間は木樽で熟成する)と定められています。 
 
・奥深いバローロ 
 バローロは La Morra(ラ モッラ)、Barolo(バローロ)、Castiglione Falletto(カスティリオーネ フ
ァッレット)、Serralunga d’Alba(セッラルンガ ダルバ)、Monforte d’Alba(モンフォルテ ダルバ)
という 5 大産地の村があり、更に細分化された MGA(追加地理言及)が 2000 年代に認定された事

で Cannubi(カンヌビ)、Brunate(ブルナーテ)など単一畑から造られたクリュ バローロが注目を集

めています。また、ピエモンテ州は複雑な地形によって土壌が異なり、更に「伝統派」と「モダン

派」という生産者の特徴によってもバリエーション豊かなワインが生み出されています。この他に

も、Gaja(ガヤ)、Roberto Voerzio(ロベルト ヴォエルツィオ)、Giuseppe Mascarello(ジュゼッペ マ
スカレッロ)などスター生産者の存在や、長期熟成する魅力など様々なブルゴーニュワインとの類

似点がありながら、青天井なブルゴーニュワインと比べて価格が控えめという点も魅力です。 
 
・新規取り扱い生産者 Fratelli Alessandria(フラテッリ アレッサンドリア) 
 バローロエリアの最北端に位置する Verduno(ヴェルドゥーノ)村で 1800 年代初頭に始まったワ

イナリーで、現在のアレッサンドリア家が 1870 年に取得してから家族経営で現在までワイン造り

を行なっています。「偉大なワインは偉大な畑から」を信念に栽培はサスティナブル農法で行われ、

ステンレスタンクでの発酵や伝統的な大樽での熟成など新旧のメリットを活かした醸造により、若

い内は近づき難いという古典的なイメージのバローロとは一線を画すバローロを生産しています。 
 
☆お勧めポイント☆ 
➀2018 年という天候に恵まれた生産年 
➁Verduno(ヴェルドゥーノ)村というの恵まれたロケーション 
③今でも熟成した後でも楽しめるエレガントなスタイル 
 
 フラテッリ アレッサンドリアのフラッグシップである Monvigliero(モン

ヴィリエーロ)は「この畑のポテンシャルを理解した第一人者」と称賛され、

「ピエモンテの知られざる秘宝。特筆すべきは価格が品質に追い付いていな

いこと」と高品質であるにも関わらず、価格が吊り上がっていないことに注

目し太鼓判を押している専門家もいるまだまだ狙い目の実力派生産者です。

各銘柄の本数が少ないですので完売の場合は御了承くださいませ。 


